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1．音無橋について

Իແ橋は，Ԧ子駅北ޱをग़て東へ 100 m ΄どの場所
にあり，ඈௗ山公園とԦ子神社の中ؒにҐஔしている。
この橋は，本ڷ通りから陸܉造ฌ工ছへ向かう「東京
෎都市計ը第二等大路第一छ第五号路ઢ」の一部とし
て 1930（ত和 3）年 12 月ॡ工。ཌ年 5 月に開橋式が
行われ，ڙ用が࢝まった。設計は東京෎土໦部，施工
はඈௗ組（現ඈௗ建設）が担当した。શ長 49.970 m，
༗効෯һ 18.128 m，橋脚高さ 12.9 m。ؒܘൺ率にԫۚ
ൺを࠾用し，ۉ整のとれた形ଶが特௃である（図─ 1）。
近ྡのԦ子神社のݙ౮をϞνーフにした「橋౮」（֗
路౮）があり，Ԧ子神社に配ྀしていると言われてい

る（写真─ 1）。また，ཝׯには，当時流行のアール
デコ様式のデザインがࢄりばめられている（写真─ 2）。

2．橋梁模型制作の経緯

Իແ橋の模型は，北区在住の岩倉重ཬ氏が開橋 80
प年を機に࢝めたものの，్ 中でମௐෆ良のためஅ೦。
NPO 法人北区地域情報化ਪ進協ٞ会理事の富田޷明
氏から中央工学ߍに੍作協ྗの申しग़があり，建築模
型ಉ޷会（現建築۞楽部）が੍作にணखした。

模型は橋梁だけでなく，日本の都市公園 100 બ（日
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東京都北区Ԧ子にあるԻແ橋の橋梁模型を੍作した。この橋梁模型に௅ઓしたのは，ઐ໳学ߍで建築を
学んでいる学生たちである。建築や土໦の模型づくりに興ຯのある学生たちとࢼ行ޡࡨしながらڞにาん
だ，໿ 1 年ؒにわたる੍作の記録と今後の展望について報告する。
キーワードɿ橋梁模型，௅ઓ，学生

橋梁模型づくりに挑戦した学生たち
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本྘地協会）にબばれているԻແ਌水公園の一部もซ
せてਫ਼ີに੍作した。

模型は現在，ઐ໳学ߍ中央工学ߍ（東京都北区Ԧ子
本町 1-26-17）100 प年記೦館 3I4E 3 ֊に展ࣔされて
いる（写真─ 3）。

3．橋梁模型制作の詳細

建築の模型は今までに多く੍作してきたが，橋梁模
型はॳめてであった。数寄屋建築やכ෪古ຽ家，࣠組
構造模型など建築ઐ໳でやってきたが，土໦分野であ
る橋梁模型はݧܦがなく，正直ࢲ自਎に戸࿭いがあっ
た。学生たちに橋梁模型੍作のओࢫを説明したところ，
学ߍの近くにある༗名な橋梁を，ੋ非自分たちのखで
つくってみたいというҙݟが多くあり，શһで௅ઓす
ることにした。ݧܦがない分，学生たちには७ਮな勇
。があると感͡た一ॠであったؾ

੍作は，建築模型ಉ޷会（現建築۞楽部）のސ໰で
あるࢲと，建築ܥの学Պに在੶する 13 人の学生たち
が์課後やٳ日に進めてきた。模型のサイζは 8900
ʷ %900 ʷ )400（ॖईɿ1/100）である。ௐࠪ研究か
ら実測ௐࠪ，橋梁とఉ園の分担作業による੍作，公開
展ࣔまでの日ఔを以下にまとめる（表─ 1）。

（1）調査研究
橋梁ଆ໘図や公園配ஔ図をもとにݕ౼しているաఔ

でいくつかの໰題にぶつかった。橋梁部分は，ଆ図໘
では理ղできない納まりがあり，公園の֎構は公園配
ஔ図だけでは೺Ѳがࠔ難であった。自વ石を࢖用した
部分では，石の大きさや形状は実物を測らないと分か
らない部分が多かった。そのため，実測ௐࠪを現地で
行う必要性を感͡，学生とڞにԻແ橋とԻແ਌水公園
の実測ௐࠪを実施した。実施すると新たに多くの発ݟ
があり，実り多いௐࠪとなった。屋֎でのௐࠪは 3 時
ؒ以上にٴび，学生はखごたえを感͡取ってくれた（写

真─ 4，5）。
この実測ௐࠪを通して，構造物は実ࡍに目でݟてମ

を࢖って֬ೝすることが一番大切であり，そこでのମ
。るのだと実感した࢒が最も記Աにݧ

（2）橋梁制作
図໘やࣸਅを֬ೝしながら橋梁模型の੍作に取りか

かった。コンクリートアーνの構造部分は，岩倉重ཬ
氏が్中まで੍作しており，以લの作者のҙ図をなる

දᴷ 1　橋ྊ໛ܕ「Իແ橋」੍࡞日ఔ

日時 内༰ 作業ৄࡉ

5 ʙ 7 月 ௐࠪ研究
図໘・ࣸਅ等ࢿྉऩ集
実測ௐࠪ実施

9 ʙ 11 月 橋梁੍作
Ϙリϡーム（੍作範ғ）֬ೝ
౼ݕྉ・施工方法ࡐ用࢖
分担作業による੍作

12 ʙ 2 月 公園੍作
֎構ࡐྉのݕ౼
ఉ石・石֞・২੍࠿作
ཝׯ・道路੍作

3 月 展ࣔ公開
アクリルέースに入れる
100 प年記೦館に公開展ࣔ

ࣸਅᴷ 4　࣮ଌௐֶࠪͨ͠ੜ

ࣸਅᴷ 5　Իແ਌ਫެԂのਫ࿏ͱੴ֞

ࣸਅᴷ 6　橋ྊʹԼ஍のന৭εϓϨʔΛ;͘
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΂くଚ重し，࢖える部分は積極的に࢖用した。橋梁を
ઌ行することでશମの׬成イメージを೺Ѳすることが
できた。橋梁部分にനのサフ（下地）をృることで，
仕上げのృྉの発৭がよくなった（写真─ 6～ 9）。

（3）公園制作
橋梁を引き立たせるために，Իແ਌水公園の一部も

੍作した。石֞は，なる΂く自વ石を୳して࢖用した。
学ߍपลの石をरい，スέールに合った形状のものを
必ࢮに୳した。石֞や高௿ࠩをつくるため，χクϩム
ઢカッターを࢖用し，発๐スνϩールを切அ。そして
石ߣやࢴ೪土で形を整えた（写真─ 10）。

また，২࠿の作り方のษ強会を事લに実施し，高໦
から௿໦までを人海ઓ術で作り上げた。つくり方は，
ಔઢをଋͶてハンダで༹ணし，ࢬ分けした後フラϫー
アレンジメント用テープを巻く。スプレーのりを;き，
スϙンジと 3 ৭の྘৭パ΢ダーで仕上げた。学生は楽

ࣸਅᴷ 8　ௐࠪͨ͠ࢿྉΛ΋ͱʹڞಉ੍࡞

ࣸਅᴷ �　橋ྊશମの形ଶ͕͖ͨͯ͑ݟ

しみながら作業に຅頭していた（写真─ 11～ 13）。
路地の࠭རは，໦工Ϙンドを水に༹いてృり，ࡉか

い࠭をࢃくことでද現できた（写真─ 14）。石৞やඈ
び石はプラスνックの൘や໦をృ૷して࢖用した。ま
た，΢Σザリングృ૷を行い，月日がܦաしԚれたか
のようにݟせ，ଽの生えている様子まで஧実に࠶現し
た（写真─ 15）。

橋౮は，ਅ᭦֯๮を加工し，ランプ部はೕന৭のプ
ラ๮を࢖用している（写真─ 16）。橋梁上の道路はԒ
ফしృྉをృり，סいてからࠇい๮状のΰムをࡲり෇
けてंのタイヤࠟをつけリアルさを௥ٻ。ंઢはマス

ࣸਅᴷ 10　χΫϩϜઢΧολʔの࢖༻

ࣸਅᴷ 11　২࠿の࡞Γํษڧձの༷ࢠ

ࣸਅᴷ 12　थの࡞Γํ্͕手ʹͳͬͨ

ࣸਅᴷ 13　ੴ֞ˠ২࠿ˠਫ࿏のॱͰۀ࡞
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ࣸਅᴷ 15　΢ΣβϦϯάృ૷͸υϥΠචΛ࢖༻

キングテープをషってからനとԫ土৭のアクリルృ૷
を行った（写真─ 17）。

水の流れをද現するためにレジンを࢖用した。レジ
ンは೤を加えることによって，固ମからӷମにม化し
流ಈ性が増す。この作業はࠔ難を極め，流す్中でレ
ジンが固まってしまった。ࢼ行ޡࡨの຤に，学生から
のアイデアにより，ドライヤーで೤を加えながら流し
込Ήと上खくいった。固まった後，ハンダ用のコテを
用して೾໲をつくった。最ॳは上खにできずࣦഊの࢖
࿈ଓだったが，コツをಘてきた頃，この作業はऴྃし
た（写真─ 18，19）。

ࣸਅᴷ 16　橋౮͸Ԧࢠਆࣾのݙ౮͕Ϟνʔϑ

ࣸਅᴷ 1�　ಓ࿏ͱาಓのฮ૷Λݱ࠶

χクϩムઢカッターを用いて人型をつくり，公園内
をࢄาさせてみた。学生はࢄา中のݘ等もつくり༡び
心も๨れていなかった。人の大きさの対ൺ（ώϡーマ
ンスέール）によりྟ場感が増した（写真─ 20）。

最後に模型の׬成したશܠを紹介する（写真─ 21）。

4．学生からの感想

橋梁模型の੍作に௅ઓしてきた学生から࣍のような
感૝があった。ň橋梁模型は自વの地形を最大限にར
用していることが理ղできた。実物をݟながら஧実に
ද現するのに最もۤ࿑した。100 でങった঎඼がアۉ
イデア࣍第で模型ࡐྉになっていくのが楽しかったŉ

（男子学生），ň土໦建設や橋梁について模型をつくり
ながら学΂たので良かった。みんなでྗを合わせてつࣸਅᴷ 18　༹͔ͨ͠ϨδϯΛখ઒ʢਫ࿏ʣʹྲྀ͢

ࣸਅᴷ 1�　௿͍ࢹ఺͔ΒோΊΔͱ本物のਫのΑ͏

ࣸਅᴷ 20　人ܕ͸χΫϩϜઢΧολʔͰ੍࡞

ࣸਅᴷ ܕ੒ͨ͠Իແ橋໛׬　21
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くったのだと思うとすごくخしかった。ਫ਼神的にਏい
時もありましたが，とても楽しかった」（ঁ子学生）
というલ向きな感૝をಘることができた。また，設計
製図の授業の課題で੍作した建築模型の֎構（໳やญ，
ఉなど）も֨ஈにग़来ӫえが向上してきたことにڻか
された。特にૉࡐの࢖い方やද現技法は目にݟえて上
ୡし，学生は自分の模型技術向上に大มຬ଍しており，
今後のߋなる発展に期଴したい。

5．今後の発展

今回の橋梁模型の੍作を通して，ものづくりの楽し
さは，ୡ成感をڞ༗し合うことで生まれるものだと強
く感͡させられた。橋梁模型を׬成させることで「も
のづくり」の楽しさを分かち合い，作業に೤中させら
れたことが指ಋ上のऩ֭だと感͡ている。

学生たちとڞಉ੍作していく中で，学んだことがい
くつかある。あるఔ౓の人数で作業させるには，事લ
のஈ取りや౷率ྗが必要になるということである。模
型੍作を指ಋする立場から作業にあたらせる上での心
ಘを，ࢲなりにڍげると࣍のようになる。

。ಉ作業では，ୡ成感を持たせる工夫をするڞ①
②作業分担し，੹೚をもって最後までやらせる。
ᶅ和やかなงғؾをつくり，作業は຅頭させる。
ᶆ後日の作業をイメージし，ஈ取りをしておく。
ᶇո我をさせないよう，安શ指ಋをపఈする。

6．おわりに

ྉࢿݙ自਎，指ಋしていくために橋梁について文ࢲ
をௐ΂ることで，橋梁構造物の構造美について考えさ
せられることが多くあり大มษ強になった。

Իແ橋は「開ෲ型コンクリートアーν構造」という
分ྨであり，ৄしくௐ΂ていくうちに橋梁技術のૉ੖
らしさや構造的なྗ強さとアーνの美にັྗを感͡さ
せられた。࿈ଓ性や対শ性，高ཝや橋౮などの෇ଳ設
備にも興ຯを持ち，橋梁をݟる自分の目もมわった。

ଔ業となるઌഐから後ഐに技術を伝ঝさせ，ߋにレ
ベルの高い模型のڞಉ੍作（ものづくり）に௅ઓした
いと思っている。
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建築۞楽部ސ໰




